
高速リロードを使用した Cisco NX-OSソフ
トウェアのアップグレード

この章では、スイッチのCiscoNX-OSソフトウェアを高速リロードでアップグレードする方法
について説明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

•高速リロードについて（1ページ）
•イベントの高速リロードシーケンス（2ページ）
•高速リロードの前提条件（2ページ）
•高速リロードに関する注意事項と制約事項（2ページ）
•高速リロードの実行と Cisco NX-OSソフトウェアのアップグレード（4ページ）
•高速リロードによる設定の保存（5ページ）
•その他の参考資料（6ページ）

高速リロードについて
高速リロード機能を使用すると、reloadを実行する前に、ユーザ名がフィギュレーションファ
イルに指定されていることを確認してください。高速リロードを使用して、スイッチ上のソフ

トウェアをアップグレードすることもできます。

高速リロード中、CPU上で実行されている NXOSソフトウェアイメージは新しいイメージを
リロードし、CPUやファームウェアをリセットせずにこれを実行します。高速リロード中にト
ラフィックの短い中断がありますが、スイッチでこの機能を使用することで、コールドリブー

ト時よりも高速にリロードできます。

高速リロードは、非中断モードで使用でき、その場合、プロンプトなしでインストールプロセ

スが実行されます。また、BGP互換ピアの場合は、BGPグレースフルリスタートでインストー
ルプロセスが実行されます。
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イベントの高速リロードシーケンス
fast-reload コマンドを使用して高速リロードを実行すると、以下のイベントのシーケンスが発
生します。

1. スイッチは、NXOSソフトウェアイメージをロードし、カーネルをアップグレードしま
す。すべてのアプリケーションはステートレスコールドリブートされ、スタートアップ

コンフィギュレーションを介して再起動します。

2. コントロールプレーンが中断されます。この中断時に、すべての制御プロトコル通信が停
止します。コントロールプレーンの中断は 90秒未満です。

3. コントロールプレーンの中断後にすべてのコントロールプレーンのアプリケーションは
ステートレスコールドリブートされ、状態は保持されません。新しい設定は、スイッチ

のリロード時に適用されます。

4. データプレーンが中断されます。データプレーンの中断は 30秒未満です。

5. フォワーディングプレーンでは、すべてのリンクが使用できなくなり、データプレーン
の状態はリロード後は保持されません。トラフィックの転送が 30秒以内に再開します。

高速リロードの前提条件
高速リロードには、次の前提条件があります。

•ブートフラッシュに十分な領域を使用できること。

•高速リロードを許可するには、link aggregation control protocol（LACP）高速タイマーが設
定されていないこと。

高速リロードに関する注意事項と制約事項
高速リロードには、次の注意事項と制限事項があります。

•高速リロードがサポートされるのは、Cisco Nexus 3164Q、3264C-E、および 92304QCス
イッチのみです。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(10)以降、高速リロードのサポートは NX-OS CLIで「非表示」
になっていますが、コマンドを実行した場合は引き続き使用できます。高速リロード機能

では、今後のリリース 9.3(x)トレインは進められません。

•シスコは、Cisco Nexus 3164Qスイッチの高速リロードパフォーマンスが 30秒未満である
と主張する公開ドキュメントをすべて削除します。

• Fast reload is supported from Cisco NX-OS Release 7.0(3)I7(4), 7.0(3)I7(5), or 9.2(x) to a release.
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•高速リロードを使用したCiscoNX-OSソフトウェアのダウングレードはサポートされてい
ません。ソフトウェアをダウンロードするには、install all コマンドを使用します。

•スイッチまたはネットワークにアクセスできるすべての人がその時間にスイッチまたは
ネットワークを設定しないようにします。高速リロードの実行中にスイッチを設定するこ

とはできません。show configuration session summaryを使用しますコマンドを使用して、
アクティブなコンフィギュレーションセッションがないことを確認してください。

•高速リロードを実行する前に、アクティブなコンフィギュレーションセッションを保存、
確定、または削除してください。アクティブなコンフィギュレーションセッションは警告

なしで削除されます。

•高速リロードを実行する前に、トポロジの変更（スパニングツリープロトコルの変更な
ど）を実施してください。ただし、レイヤ2およびルーティングトポロジの変更はしない
でください。

•高速リロードの実行中にファンや電源の挿入や取り外しは行わないでください。

•高速リロードは、ネットワークが安定しているときにスケジュールしてください。

•高速リロードによる BIOSアップグレードはサポートされていません。

•コントロールプレーンの中断とデータプレーンの中断の間は、CPUの応答が停止します。

• copy configuration-file startup-configコマンドは、一部のコンフィギュレーションセットの
み高速リロードでサポートされます。

• copy configuration-file startup-configを実行し、続いて fast-reloadコマンドまたは reload
を実行する前に、ユーザ名がフィギュレーションファイルに指定されていることを確認し

てください。指定されていない場合は、スイッチにアクセスできなくなり、パスワード回

復手順を実行してシステムをオンラインに戻すことが必要になります。パスワード回復手

順については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Troubleshooting Guide』の「Power Cycling
the Device to Recover the Administrator Password」の章を参照してください。

•高速リロードは現在、次の 2つの設定プロファイルをサポートしています。

高速リロードプロファイル 1

• 48レイヤ 2リンク

• 1 VLANおよび SVI

• 16レイヤ 3 ECMPリンク

• 6000 IPv4 LPMルート、3000 IPv6 LPMルート、200 IPv4 VIP、200 IPv6 VIP

• 2000 IPv4 ARPおよび 2000 Ipv6ネイバー探索（ND）

高速リロードプロファイル 2

• 24レイヤ 2ポートチャネル（それぞれに 2メンバ）

• 24 VLANおよび SVI
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/troubleshooting/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Troubleshooting_Guide_7x.html


• 8レイヤ 3ポートチャネル ECMP（それぞれに 2メンバ）

• 6000 IPv4 LPMルート、3000 IPv6 LPMルート、50 IPv4 VIP、50 IPv6 VIP

• 2000 IPv4 ARPおよび 2000 Ipv6ネイバー探索（ND）

高速リロードの実行と Cisco NX-OSソフトウェアのアッ
プグレード

この手順を使用することで、コールドリブート時よりも高速にデバイスをリブートできます。

ソフトウェアイメージを指定すると、スイッチ上のソフトウェアがアップグレードされます。

始める前に

実行ソフトウェアイメージが存在することを確認し、高速リロード操作の影響を分析してくだ

さい。

手順

ステップ 1 スイッチにログインします。

ステップ 2 fast-reload [save-config] [trigger-gr] [nxos bootflash:nxos-image-name] [non-interruptive]コマンド
を使用して、高速リロードを実行します。

例：

switch# fast-reload nxos bootflash:nxos.9.2.1.bin

次のオプションを使用できます。

• save-config—後続の高速リロード操作で新しい NXOSソフトウェアイメージがブート変
数として使用されていることを確認します。save-configオプションを使用しない場合、こ
のコマンドは、ブート変数を保存しないため、後続の高速リロード操作で以前のソフト

ウェアイメージがブート変数として使用されます。

• trigger-gr—デフォルトでは、高速リロード機能には Border Gateway Protocol（BGP）のピ
アがグレースフルリスタートをできることが必要です。trigger-grオプションにより、ア
グレッシブタイマーによる再起動のサポートが追加されます。

• nxos bootflash:nxos-image-name —NXOSソフトウェアイメージの名前を指定します。高
速リロード機能をサポートするソフトウェアバージョンを指定してください。

• non-interruptive—プロンプトなしで高速リロードを実行します。このオプションでは、
すべてのエラーチェックと健全性チェックがスキップされため、このオプションを選択す

る前に、高速リロードがシステムで動作可能であることを確認してください。
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例

この例では、高速リロードを使用してスイッチの Cisco NX-OSソフトウェアをアップ
グレードする方法を示しています。

switch# fast-reload nxos bootflash:nxos.9.2.1.bin

高速リロードによる設定の保存
この表は、fast-reloadコマンドのさまざまなバリエーションで設定を保存する場合に予想され
る動作を示しています。

予想される動作コマンド

設定の変更がある場合、画面にプロンプトが表示

され、その応答に基づいて copy running-config
startup-configが実行されます。

fast-reload

プロンプトは表示されず、設定は保存されていま

せん。

save-configオプションまたは copy running-config
startup-configコマンドを使用して設定を保存する
必要があります。

fast-reload non-interruptive

イメージが同じイメージである場合でも、暗黙的

に copy running-config startup-configが実行されま
す。

fast-reload nxos bootflash:nxos-image-name
[non-interruptive | trigger-gr]

起動後、暗黙的に copy configuration-file
startup-configが実行され、起動されたイメージに
ブート変数が設定されます。

copy configuration-file startup-config

fast-reload

起動後、指定されたイメージにブート変数が暗黙

的に設定され、copy configuration-file startup-config
が実行されます。

copy configuration-file startup-config

fast-reload nxos bootflash:nxos-image-name

ユーザ名がコンフィグレーションファイルで指定されていることを確認してから、copy
configuration-file startup-configを実行し、続いて fast-reloadまたは reloadコマンドを実行
してください。指定されていない場合は、スイッチにアクセスできなくなり、パスワー

ド回復手順を実行してシステムをオンラインに戻すことが必要になります。パスワード

回復手順については、『』の「Power Cycling the Device to Recover the Administrator
Password」の章を参照してください。

（注）
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

reloadコマンド
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


